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北海道電力株式会社苫東厚真発電所納め

350MW石炭燃焼ボイラ用大形ミル

オイルショック以米,火力発電用燃

料として/打炭が見直されるに伴い,微

粉炭燃焼の主要機器であり今後高需要

が期待される石炭粉砕機として,国内

克之人級の人谷量石炭粉砕機(10ElO形

ミル)を,北海道電力株式仝什汚水厚二真

発電所1号缶350MW石炭燃焼ボイラ

用に納入した(図1)｡

本機器は,･･次送風機との組ナナせで

石炭を微粉炭燃焼に適した微粉粒度に

粉砕するとともに乾燥のL,微粉災輸

送管により微粉炭バーナに供給するも

のである｡従来のホり三松砕機に対して,

粉砕エレメントの材質の変更,駆重婚Ii

分の改良,粉砕エレメントの加圧方式

の変更,高性能クラシフアイヤの開発

などにより大容量粉砕機に過した改良

を行なった｡大容量E形ミルはこれま

で数多くの実績をもち,高性能とイ言頼

性が十分カニ証された形式で,現在大容

量(91t/h)のものが開発されており,

ボイラの人容量化及び石炭燃料の多様

化にも十分適用できる｡

l.主な特長

本機器=の主な特長は,次に述べると

おりである｡

(1)ニ打炭のハードグルー70指数により

容量がi央定され,粉砕機中の残留/打炭

によって粉砕能力が左÷】-されないこと｡

(2)石炭表面水分,凹有水分により粉

砕能力がほとんど一変わらないこと｡

(3)粉砕輪の回転速度が遅いため,低

馬蚤音であること(〕

(4)負荷Jじ答性が適いこと｡

(5)ポールは間才妾的な山_転をするだけ

であり,糾三主軸をもたないのでj勺･な

J空耗が和られ信帖竹三がr■.‾-い､ニと｡

(6)粉砕部エレメントの寿命が永く,J賢

才毛による谷量イ氏‾Fが旅めて少ないこと｡

(7)補概動力が小さいこと｡

(8)高子ご止分の石J;之まで使用できること｡

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす｡

(日立二製圭作所 ノーに力事業イこ部)
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図1350MW石炭燃焼ボイラ用10E10形ミル外観

表l 主な仕様

唄 目 仕 様

形 式 10E10形ミル

数 量

寺票 準 容 量

5

40.6t h

石炭ハードクル【プ指数
微粉炭粒度

50

200メッシュ通過 70%

粉 砕 輪 回 転数 37｢I)rll

警ル警_芳径警宿志一丁
皇30kW

768mmメニ川

ミルポール加圧方式

給 炭 方 式

分 離 器

N∠シリンダ

中央給炭(給尿横別置)

可動へ-ン形

北;毎通電力株式会社苫東厚真発電所納め

350MW石炭燃焼ボイラ用

誘引通風機

石油危機後,石炭は石油の代替エネ

ルギ【として脚光を浴びているが,ニ

れは火力発電所でも例外ではなく,石

′是燃焼火力発電所の開発が急ピ･ソテで

行なわれている｡石炭燃焼ボイラの場

合,火炉内の燃焼排か､スを過熱器､節

炭器,空気予熱器を経て煙突に排出す

るJ秀引通風機は,最も消費動力の大き

いボイラ補機であるため,プラントが

大形化すればするほど,補機動力の節

i成が強く要求されてきている｡日立二製呈

作所は,北i毎道電力株式会社から苫束

J亨真発電所350MW石炭燃焼ボイラを

′受注したが,このたび,本設備用大形

誘引通風機を完成し納入した｡

1.主な特長

(1)製作実績が慧冨で,信栢件の高い

遠心ファンとし,圧力係数,子充量係数

の大きい羽根車を採用してコンパクト

にまとめた｡

(2)誘引過風機は境も消賛助力の大き

な補機であるため,ベー"ンコントローー

ルによる風量制御ブナン〔を托用し,部分

負荷時の重力力祭仇i域を伺った｡

(3)炉内圧制御に及ぼすべ-ンコント

ロMルの拭作過れについて二叫)‡J検ii寸を

行ない,十分な辿応件をもつ操作機イ満

を採川した｡

(4)誘引通風機は石JJ之燃焼灰を含む高

温排ガ､スを扱うので,熱変形による操

表l 主な仕様

作機他のスティ ックをl;ガぐために,セ

ルフアライメントが可能な樅桃とLた｡

(5)軸′乏は強制給油方式とし,給油ユ

ニットが寒冷J也の良三外に設置されるの

で,i束結防Ⅰ上二のためにてノこ?i令J℃熱交枚器

をj■来月了した｡

2.主な仕様

二i_三な仕様を表1に示す｡
(臼_､ンニ整望作所う珪力■ii某イこ部)

No. 項 目 イ士 様

l 形 式 両8及込形遠心フアン

2 風 量 17′150m:ソmm

3 圧 力 620mmAq

lZ9Dc

l.321kgf/Nr¶:l

4 温 度

5

6

ガス比重量

回 転 数 740｢pm

7 電動機出力 2.400kW
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ディジタル式ボイラ自動制御装置

近年,エネルギー資i偵情勢の世界的

変動と国内電力需要の継続的増大の中

で,火力発電所はベース負荷運用から

中間負荷運用へ,オイル専焼から液化

天然ガス,石炭など多椎燃料の有効活

用へと質的変換が迫られている｡ニれ

らを背景に,ボイラ制御システムは高

精度,高速応化,高度･多機能化する

とともに,最近の石炭貫流ボイラのよ

うに,ますます大規模,桔雉化の傾向

を強め,同システムに対する要請内容

が高惟能の確保はもちろん,信相性,

保守性の向上によりいっそう重点がお

書換Il
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図lディジタル式ボイラ自動制御装置の外観

表】 アナログ式とディジタル式との比較

項 目 アナログ式 デ ィ ジ タ ル 式 対 応 技 術

負荷追従性の

向上
負荷変化率 3%/mln 8%/min

●プラントモデル格納により,

高精度の予測制御を実現｡

信東副生の向上 MTBF(計算値) 100% 一重系300%

冗長系2′000%以上

●自己診迷斤と相互診断併用によ

り正確に故障を検出｡

●〃対レヾックアップなどによ

り,最少ハードウェアで高信

頼性を実現｡

ハードウェア

規模の縮小

キャビネット

面数
16面 9面

保守性の向上 MTTR 100% 15%

●ディジタル式保守ツールによ

り,ボイラ自動制御装置と視

覚的に対話｡

)主:略語説明 MTBF(平均故障間隔),MTTR(平均修復時間)

かれている｡二のたび,これらの要論

にこたえるもグ)と してマイクロコント

ロ【ラを応川した分散形システムイ鵜成

のディジタル式ボイラ自動F訓育卸装置を

開発し製品化した｡図1に同システム

の外観を示す｡

卜 主な特長

(1)予測適応制御技術の適Illにより,

負荷追従性を大巾副二向上できる｡

(2)故障診断権能を充実させ,機能の

分散化と多重化偶成によ1),高信根性

システムが実現できる｡

(3)プリント板単位に故障表示を行な

うことにより,故障箇所の発見と回復

処置が容易になる｡

(4)再己線方式の装置に対するのと同様

の表現法でプログラム作成可能で,プ

ラズマディ スプレイにより制御信号表

示とパラメータ表示及び設定ができる｡

2.アナログ式ボイラ自動制御装

置との比較

表1にアナログ式ボイラ自動制御装

置との主な比較を示す｡

(日立塑望作所 電力事業本部)
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